
保護者負担軽減計画について ＜京都府提出資料＞

学校名

所在地

電話番号

【１年生】 入学金
施設拡充費
（入学時）

授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計
(入学時除く)

考査料

70,000 30,000 520,000 280,000 800,000 20,000

【２年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

520,000 270,000 790,000

【３年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

520,000 210,000 730,000

・今回改定　あり　なし

・前回改定　　　　　

平成４ 年度

令和５年度の保護者
負担軽減策及び考え方

＊施設拡充費等には、施設拡充費、校費、実験実習費、冷暖房費等の入学金、授業料及び検
定料以外の納付金で、学則に定めのあるものすべてを含む。ただし、ＰＴＡ、生徒会等、学
校法人とは別団体に属する経費、任意寄附金及び給食費は除外。

今後５年程度の保護者
負担軽減計画

「世界的視野で主体的に考え行動する人材の育成」
　＝『世界の舞台で堂々と自分の意思で行動できる人間力の育成』

　建学の精神に基づき、将来世界のどの舞台に立っても自分の意志で堂々と行動できる次世代を担う地球市民を育みま
す。また、国際・特進・進学のコース制の特性を鑑み、高い学力を身につけ、生徒が自らの力で社会貢献できる将来を迎
えるために、高い目標を掲げ、その目標達成に向け、教員集団が全力でサポートします。
　本校では、生徒が喜ぶことを常に考え、実行に移し、生徒の心に火をつける情熱ある指導をします。本校の教育は、親
切でかつ丁寧、そしてきめ細かい指導、「面倒見の良さ」、つまり生徒一人ひとりに思いやりのある温かい指導を徹底さ
せ、生徒に感動を与え、保護者の皆様から絶大なる支持と、信頼を得続ける明るく楽しい学校作りに専念することです。
一人ひとりは、夢と希望に満ち溢れた生徒に、最高のサービスを提供し続ける品位と品格あるプロの教職員です。本校教
職員が、選ばれ続ける学校を積極的に創出していきます。令和3年4月には、学校法人永守学園と法人合併し、新たな教育
の創造にも努めてまいりました。同年、文部科学省のWWL(ワールド・ワイド・ラーニング)採択校となりましたので、今
後も国際社会で活躍できる人財を全教職員てグローバナビゲータの育成に努めていきます。

　平成25年度入学生より納付金が府私学納付金の平均額65万円を超えたため、納付金の負担が発生してい
ます。
　その他、本校独自の奨学金制度としては、入学希望される方で条件を満たした場合には３年間奨学金(授
業料の全額、或いは半額)を支給します。又、経済上の理由により就学が困難になった生徒に対し授業料減
免制度がありますので、その詳しい条件は学校までお問い合わせください。

　これまでに引き続き、財務体質の強化、経営環境の改善を図っております。生徒募集については、在校
生徒・保護者との面談はもちろんのこと、募集段階においても幾度と開催する説明会を通じて、本校に求
められていることとは何かを知り、生徒募集の増加に繋げております。また、財務状況についても次の
ホームページ　学校法人永守学園
http://www.kuas.ac.jp/about/info-disclosure/financialに公開をしています。(財務情報)
　以上を講じて、保護者負担削減策に努力いたしております。

建学の精神

本校の特色及び
将来展望

・令和５年度納付金

　就学人工の減少による生徒等納付金の減少は、財政の収支均衡を図る上で非常に厳しい状況となる。
又、入学者獲得競争での激化に対応するため、教育内容の充実を図っていかなければならなく、また他校
の現状を考慮すると学費改定することは困難な状況である。収支不足はできるだけ学費改定に拠らず、そ
の他の財源で確保する事が望ましい。そのため教職員、関係業者、保護者様等に寄付のお願いをしてい
く。また補助金の増額をお願いするとともに、本学教職員はより一層の経費削減に努力をしていく。

（５）

・今後の納付金に
対する考え方

※学科やコースによって
納付金に差異がある場合
は最低額を計上。

（４）

教育内容、施設整備の
改善・拡充等の状況

京都先端科学大学附属高等学校

（６）

（１）

（２）

（３）

京都市右京区花園寺ノ中町8番地

（075）461-5105

　教育内容については、一人ひとりの学習目標達成に向けての体制作りを実施しております。施設設備
は、令和元年度光楠スクエア人工芝生等改修工事。令和2年度北グランド西側防球ネット整備工事。令和3
年度第一体育館耐震工事、令和5年度は北グランド等の人工芝生化、北・南グランドの照明LED化、北グラ
ンド防球ネット高さ改修、特進棟東側駐輪場整備工事、給水管改修工事、校舎内に人工芝化箇所等を増や
し、癒やしあるキャンパスを目指しています。令和5年度以降も常に生徒が安心安全に過ごせる教育環境
(施設)の充実を図るとともに、生徒たちが多くの時間を過ごす教育の場として、災害から大切な身を守
る、安心かつ安全な学校であることを保証します。


